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１.「「11000000 万万連連合合・・1166 万万連連合合長長野野」」実実現現にに向向けけたた組組織織拡拡大大・・強強化化とと  

連連帯帯活活動動のの推推進進にによよるる社社会会的的影影響響力力ののああるる労労働働運運動動のの展展開開  
 

２.「「働働くくここととをを軸軸ととすするる安安心心社社会会」」のの構構築築にに向向けけたた政政策策・・制制度度のの取取りり組組みみ  
 

３.政政策策実実現現にに向向けけたた政政治治活活動動のの強強化化  
 

４.労労働働運運動動のの今今日日的的価価値値観観のの共共創創にによよるる  

「「地地域域にに根根ざざししたた顔顔のの見見ええるる運運動動」」実実践践とと人人材材育育成成のの強強化化 
 

５.総総合合労労働働条条件件のの底底上上げげとと  

社社会会的的運運動動・・横横断断化化促促進進にによよるるデディィーーセセンントト・・ワワーーククのの実実現現  
 

６.男男女女平平等等社社会会のの実実現現にに向向けけたた平平等等参参画画のの強強化化  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今今今、、、求求求めめめららられれれるるるもももののの   

２２２ ０００ １１１ ４４４ --- ２２２ ０００ １１１ ５５５ 運運運 動動動 方方方 針針針   
ストップ・ザ・格差社会！すべての働く者の連帯で「安心社会」を切り拓こう！ 

｢働くことを軸とする安心社会｣を

目指した政策実現力強化
目指すべき社会ビジョンを求めるだけ
ではなく、その担い手として政策立案、
政策実現に対する発言力を高め、社
会的対話を進め、国民的な合意形成
に積極的にかかわっていく運動をさら
に深化させることで、求められる社会運
動の軸としての役割を果たす。 

不易流行の実践で「組織･個を 

高め、今日的価値観の共創」
環境変化の速さ・厳しさや、価値観と
状況の多様化から画一的な対応に限
界、個々の課題・変化に対応する力を
高める取り組みに運動の軸足をシフト
していく必要。人・組織の「意志・気
概・活力」を引き出す、運動スタイルの
今日的な価値観の創造と実践。 

「16 万連合長野」を目指した 

組織拡大の推進
単に目標を掲げるのみではなく、「なぜ
今組織拡大が必要なのか」「連合・構
成組織の役割・機能の明確化」「労働
運動の社会的役割と責任」等を徹底
して意見交換することで、組織総体で
取り組む仕組みづくりの着手とともに、
具体実践を図っていく。 

格差是正・底上げと 

ディーセント・ワークの実現
格差是正に向けて、春季生活闘争を
通じた配分是正・賃金デフレからの脱
却、労働者保護改悪への対抗とワーク
ルール整備、社会保障を通じた所得
再分配機能の強化、非正規労働者の
処遇改善と組織化等の取り組みの強
化などを柱として、運動総体として運
動を構築する。 

参加型・課題解決型の 

「社会的労働運動の展開」 
「働くことを軸とする安心社会」の社会
的浸透に引き続き取り組むとともに、連
合運動が目に見え、それぞれが運動
で繋がり、みずからも主体的に参加す
る、参加関与型組織への転換を目指
す。また、福祉事業団体やＮＰＯなど多
様な団体との連携により、社会的影響
力を強める。 

多くの働く者にとって雇用や生活の安定に確認が持てない
閉塞感がまん延している。安心社会に向けてその土台であ
る経済的な安定が揺らぐ今の時代、過去からの運動を積み
重ねる中で築き上げてきた価値観から、今日的な存在意義
が問われている。 
「このままではいけない」ということは多くの共通認識となっ
ているが、問われているのは「どうするのか」という視点。どう
やったら打開できるのかについて、深い対話を重ね、共に悩
み、迷い、ときには間違った道に入り込みながら、正しい選択
肢を提起すれば、大きな世論となって運動に結びつく芽が
顔を出す。 
この可能性を現実の力に転化して「労働運動の価値」を呼
び起こすこと、そのために連合運動が積極的な役割を果た
すこと─これこそが、労働運動に課せられた最大の今日的
課題。 

働く人々が増え、意識が多様化し、働き方や処遇が大きな社会問題を生み出している今日において、
労働組合が果たすべき役割は、国民的なレベルにまで拡大 

↓ 
組合員・労働者のためだけの労働組合からの転換 

↓ 
運動の社会化の追求＝組合員のためだけの運動を脱皮し、すべての働く者にフォーカスした運動、連合
だけでなくＮＰＯなど志を共有できる団体との協働が求められる。連合・労働組合は働く者にとっての最
大のセーフティネットとしてすべての働く者のために汗をかいていかなければならない。 

↓ 
そのプロセスにおいて労働組合の良さを理解し、仲間を増やしていくことにも大きなこだわりを持って
取り組んでいくことが重要。このことを一番よく理解しているのは私たち組織された働く者であり、集団
的労使関係を広げていく責任を負っているのも私たち自身。 

労働組合は、地域における組織された社
会的勢力でなければならず、その力を有
効に発揮することが求められている。政
策・制度をめぐる連合本部・連合長野で
の取り組み、政党や議員などへの働きか
けも必要の一方で、働く市民としてのそ
れぞれの地域役員・組合員が、生活する
場において地域の多様な団体と共にこの
ような運動に自覚的に取り組むという主
体的で自発的な姿勢が大切 

非正規労働者や若年層に対する働きかけを強めることも重要。また、労働運動についての固定
的イメージを打破し、ブログやツイッター、ミクシーやフェイスブック、携帯電話、ウェブ・マガジン、
ユーチューブなど新たな情報通信手段を活用することが大切。 

労働組合は「仲間のいる幸せ」を
感じられる場所。働く者が集まり、
話し合ったり相談し合ったりする
ことが少なくなっている現在、その
ような場や機会は極めて重要。個
と個との絆の共創、支え合うこと
のできるネットワークを提供でき
る組織としての労働組合の役割
と存在価値を、今一度、見直して
みる必要がある。 

「数はパワー」改めて要求型の運動を展開していく必要＝連
合が求める「働くことを軸とする安心社会」の実現、そのた
めの政策実現のため、バックボーンは組織の力。そのために
も組織の数と、非正規労働者や中小・零細企業で働く労働
者も含めた組織拡大による組織の質の向上を果たしていか
なければならない。 

取取取りりり巻巻巻くくく環環環境境境ののの変変変化化化   
 

国内外における変化は、政治や社会のあり方への影響だけではなく、人々
のニーズや個々の価値観のみならず、その土台となる働き方や生活のあり
方、時代観・人生観にまで変化を呼び起こしつつある。 

東日本大震災により日本社会は大き
く様変わりし、「戦後社会」から「災後
社会」という言い方も生まれている。 

国際社会では「アラブの春」「ウォール街占拠（OWS）運
動」「99％運動」とも称される格差社会抗議民衆運動が
世界を席巻。また、金融危機や信用不安などを背景に、ヨ
ーロッパ諸国でも大衆的な運動が展開されるなど、大き
な政治的社会的変動を引き起こしている。日本でも幅広
い階層が参加する民衆運動の新たな波が生じてきてい
る。 

労働組合員数は、前回調査で初めて 1000 万人を下回り、今回は初めて 18％を切るという象徴的な結果。さ
らに、雇用者数も減り、1995 年をピークに生産年齢（15～64 歳）人口が減り続けるとともに、2007 年以降、
日本の人口が自然減を続けている間接的な反映を裏付ける結果。 

1997 年をピークに低下している賃金、そして 90 年代半ばから急増した非正規労働者の割合が、家計所得に
ダメージを与え、消費者の低価格志向を増大させ、物価下落、内需低迷の悪循環。 
日本社会が直面する「諸悪の根源」とも言われる『非正規化の進展や雇用への不安、労働現場での働き方
（働かせ方）、賃金の低さや収入の少なさ、働いているのに生活できない・普通に働いても生活できない「ワー
キングプア」の増加、長時間労働や過密労働などの問題』の深刻化。 

デフレ脱却・経済活性化のために、「人」「モノ」
「金」をダイナミックに動かすべきとの政策論が
強まるなど、労働者保護法制の揺り戻しへの
懸念。雇用維持から転職促進施策への国策
の転換。 

「急速な少子高齢化が進む日本は、女性の社会参加が日本再生の鍵」とも言われ、労働力
不足歯止めへの期待として、女性の管理職や役員を増やすことと、家庭と仕事の両立支援を
充実させることが重要。中長期的に人口減少が不可避なわが国においては、女性の社会参
画を積極的に進め、社会の活力を高めていくことが必要。 

2003 年「評価委員会」より提起された危機感は、連合運動を大きく変えるところまで共有
化されているとは言いがたい。内向きの組合活動に陥りがちで「労働運動の姿が見えない」
と指摘する声も依然として上がっている。専従者の減少に加え、職場環境や労働者の意識
の変化などもあり、総じて労働組合への参加・求心力も低迷。私たちは、10 年前と同様、危
機に直面し続けていると見るべき。 

666 つつつののの各各各論論論    

555 つつつののの運運運動動動ののの力力力点点点    

組織率だけ見ればその存在感や発言力は傾向的に低下してきたと判断できる一方で、労働
組合と労働運動の存在意義や価値は増大 

↓ 
社会・意識の変化の潮流は、いよいよ他人事ではなく、現実として目の前に現れてきている 

↓ 
魅力ある運動への再生に向けた取り組みと努力が求められている。 

↓ 
参加関与型運動の必要性＝労働組合への理解を深め、自覚的積極的に活動に参加してもら
うためには、労働運動の質的向上とともに独自の組合員教育が必要。他方、組織の維持という
点では、後継者を育成して世代交代を進めることも重要。 
運動の拡大と可視化＝組合員はもちろん、幅広い働く者の要求を代弁し、その実現を求めて運
動すること、運動の姿が多くの人に見え共感を生んでいくことが必要＝労働運動の姿を幅広く
認知し共感を得る⇒そのことを通じて、労働組合とは守旧派ではないということを理解し運動
に参加してもらわなければならない。 

有効求人倍率：長野 0.87/全国 0.94 で調査を開始
して以来最大の差。非正規労働者：長野 38.8/全国
38.2 となり、前回調査より 24,000 人、3.6 ㌽増。 


